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Abstract: Since politics is a part of our lives, paying attention to the activities of the Diet

members is important. It, however, is difficult to have a comprehensive understanding of the

activities because the activities of the Diet members are so diverse．To solve this problem, we

propose a method to visualize the activities of the Diet members by focusing on the categories

and attention of news articles in which their activities are described. In the proposed method, the

categories of their activities are determined by referring to the classification of the news articles.

Also, the degree of attention to activities is determined by considering the pages of the newspaper in

which the article appeared. The results suggest that the proposed method helps users to understand

the differences in related categories and characteristic activities among the Diet members.

1 はじめに
政治に対する関心の低下は，大きな社会問題であ
る [13]．特に，若年層の政治に対する興味関心の低さは
深刻であり，投票率の低下が問題視されている [12, 14]．
この投票率の低下には様々な要因がある．例えば，全国
の 18～20 歳の男女 3000 人を対象として実施された参
議院議員通常選挙（2016年 7月）の投票行動調査*1によ
ると，投票に行かなかった理由として「今住んでいる市
区町村で投票することができなかったから」が最も多く，
「選挙にあまり関心がなかったから」「投票所に行くのが
面倒だったから」「どの政党や候補者に投票すべきかわ
からなかったから」がそれに次いで挙げられている．
本研究では，政治に関心を持つきっかけとして，政治
家の活動内容を分かり易く提示し，身近に感じてもらう
ことで，この問題の解決の一端を探る．政治は私たちの
生活に関わるため，どのような社会的問題に対してどの
議員がどのような活動を行っているのかを知ることは重
要である．しかし，議員活動は多岐にわたるため，議員
がどのような活動に取り組んでいるのかを包括的に把握
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することは多大な労力を必要とする．
この問題解決の一助として，高丸らは，地方議会を対

象に議員活動の把握に取り組んでいる [9]．この研究で
は，地方議会会議録を用いて発言に含まれる単語の傾向
から議員ごとに発言内容の差を分析し，各々の議員が取
り組んでいる活動の傾向を明らかにしている．しかし，
会議録には議員ごとの発言は記載されているものの，そ
の発言は分野別に整理されておらず，発言の注目度を測
る指標も示されていない．そのため，議員活動の要点を
把握するには政治に関する基礎的知識が必要になり，政
治に関心の低い人が端的に理解するには敷居が高い．
この問題を解決するため，本研究では新聞記事で議員

活動がどのように報道されているかを端的に理解できる
ように提示することを試みる．新聞記事のニュースは，
新聞社が定めた紙面の分類基準に従ってカテゴリ別に掲
載される．これに加えて，新聞社が重要だと判断する注
目度の高いニュースは新聞記事の 1～3面に掲載される．
そこで，このような性質を持つ新聞記事に着目して議員
ごとの特徴を可視化することで，議員が取り組む注目度
の高い活動や活動分野の把握の容易化を目指す．

*1 18 歳選挙権に対する意識調査報告書（総務省），https:

//www.soumu.go.jp/main_content/000456091.pdf

（2021/2/28 確認）．
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2 関連研究
本章では，新聞記事を用いた政治を分析する研究や国
会会議録や地方議会会議録を用いた議員に関する研究に
ついて述べる．
田中らは，新聞社による公共事業に対する批判報道の
傾向を時系列で分析している [11]．新聞記事の見出しや
本文に含まれる公共事業に関連する単語の掲載回数から
公共事業に対するポジティブやネガティブと捉えられる
報道がされた時期の推移やその報道がされた背景につい
て考察し，公共事業関係費が増加した際に，ネガティブ
な報道が増加していることを明らかにしている．
細貝らはマスメディアが政治に与える影響力を新聞記
事を用いて調査している [15]．新聞記事で報道される内
閣に関する内容が内閣支持率の変動に影響を与えてい
ると考え，新聞社説のテキストの文末表現に着目しポジ
ティブ・ネガティブを定量化することで，新聞記事の報
道が内閣支持率へ与える影響を分析している．新聞記事
で報道される内容がポジティブの場合，内閣支持率が上
昇し，新聞記事で報道される内容がネガティブの場合，
内閣支持率が下降すると考察している．
内田らは，地方議会会議録より，各議員の発言の文字
数や発言に含まれる政治に関する単語の出現頻度を男女
別や年齢層別で比較している [4]．その結果，発言に含
まれる単語の出現頻度から男女別，年齢層別の発言内容
に差異があることを明らかにしている．ただし，この研
究では政治に関する単語を著者が選定しており，その客
観性や適切性に疑問が残る．そこで，客観的な分析を行
うために，内田らは，政治に関する単語の関連度合いを
図る指標として，「政治語彙度」を提案している [5]．政
治語彙度が 80% 以上のものを政治特徴語と定義づけ，
発言内容に含まれる政治特徴語の出現頻度を男女別や年
齢層別で比較している．その結果，内田ら [4]が行った，
男女別，年齢層別の発言内容の差異の分析結果と傾向が
類似していることを明らかにしている．
高丸らは，地方議会を経て国会議員になった議員を対
象に，地方議会会議録と国会会議録を用いて，地方議会
と国会での発言に含まれる単語を比較している [10]．発
言内容から地方議会と国会で同一の政治課題に着目し続
けている議員がいることを明らかにしている．
木村らは，地方議会会議録を用いて，議員の発言内容
から選挙結果を予測することを試みている [8]．当選者
のみの発言内容には「生活支援ロボット」のような単語
が含まれ，時代に応じた単語を使用していると考察して
いる．しかし，当選者と落選者の発言に含まれる単語の

出現頻度のみの違いからでは選挙結果の予測が難しいこ
とを示唆している．
掛谷らは国会会議録を用いて，問題発言や不祥事に

よって任期途中で辞任する議員や大臣について発言内容
の差を機械学習を用いて分析している [7]．その結果，任
期が長く続かない議員は任期が長く続く議員に比べ，発
言中に敬語表現が少ないことを明らかにしている．
これらの先行研究を鑑みると，個々の議員の発言傾向

や具体的活動の把握には，会議録をリソースとすること
が適切であると考えられる．一方で，政治的イシューや
それに対する国民の反応といったマクロな視点からの
洞察には，新聞記事をリソースとすることが適切であ
ると考えられる．本研究では，政治への関心が低い若年
者をリードユーザと考えているため，Shneiderman の
Visualization Mantra [3] に倣い，まず全体を概観する
ことを試みる．
新聞記事のニュースは，新聞社が定めた分類基準に

従ってカテゴリ別に掲載される．また，新聞記事の 1～3

面に新聞社が重要だと判断するニュースが掲載される．
このように，分類基準や注目度を取得しやすい新聞記事
が本研究のリソースとしてより適切な媒体である．そこ
で本研究では，こうした新聞記事の特性を利用して，議
員活動を可視化する．

3 データセット
本稿では，議員活動の分類指標として，毎日新聞社*2

の新聞記事紙面の分類を参考に，国際，経済，家庭，文
化，科学，芸能，スポーツ，社会の 8分野を用いる．新
聞記事のデータには，毎日新聞社の記事データベースよ
り 2016年の 1年間分（83,668件）の新聞記事から，前
述した 8分野に該当する新聞記事（57,058件）と，1～
3面の新聞記事（9,011件）の計 66,069件を用いる．
ただし，注目度の高いニュースが掲載されている新聞

記事の 1～3面は前述した 8分野と各記事が紐付けられ
ていないため，以下に示す手法を用いて，これらの新聞
記事に該当する分野を付与する．

3.1 新聞記事の分類モデルの作成
新聞記事の分類には，Support Vector Machine（以下，

SVMと記す）を用いる．SVM の fパラメータは，カー
ネルを rbf，コストパラメータを 1，gammaを scaleとし
た．SVMの実装には，python（Ver.3.7.4）のライブラリ

*2 毎日新聞 https://mainichi.jp（2021/2/28確認）
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である，scikit-learn（Ver.0.20.1）*3を用いた．まず，本稿
で用いる新聞記事の本文を形態素に分割し，名詞のみを
抽出した．形態素の分割には，MeCab（Ver.0.996.2）*4
を用いた．SlothLib[6]*5に記載されている名詞に加え，
Mecab で未知語（e.g., マイナンバーカード）と設定さ
れている名詞と 1 文字の名詞をストップワードに設定
した．既に分野が付与されている 1～3面以外の 8分野
の新聞記事の名詞に word2vec[1]を適用することで単語
分散表現を獲得した．word2vecの実装には，pythonの
ライブラリである gensim（Ver.3.7.1）*6を用いた．パラ
メータは，ベクトルの次元数を 100，windowサイズを
5，wokersを 3とした．この獲得した単語分散表現を平
均化し [2]*7，各記事をベクトル化した．1～3面以外の 8

分野の新聞記事は既に分野毎に分類されており，ラベル
が付与されている．そこでこのラベルを分類基準とし，
SVMを用いてこの記事ベクトルから新聞記事の分類モ
デルを作成した．この新聞記事の分類モデルの妥当性を
検証するため，1～3 面以外の 8 分野の新聞記事を学習
データと評価データに分割し 5 分割交差検証を行った．
評価データの新聞記事の分類を行った結果の平均は，正
解率は 0.842，F値は 0.833であった．

3.2 1～3面の新聞記事の分類
3.1 節で述べた結果から，新聞記事の分類モデルの妥
当性が検証されたため，このモデルを用いて，8 分野
の分野が付与されていない 1～3 面の新聞記事の分類を
行った．1～3 面以外の 8 分野に該当する新聞記事全て
を用いて，単語分散表現を獲得する．この単語分散表現
から，1～3面の新聞記事の各記事をベクトル化し，分野
が付与されていない 1～3面の新聞記事の分類を行った．

4 提案する可視化手法
3 章で述べた 1～3 面以外の 8 分野に該当する新聞記

事と，3.2節で 8分野に分類を行った注目度の高い 1～3

面の新聞記事のうち，新聞記事の本文に議員の名前がフ
ルネームで掲載されている新聞記事を対象に議員活動の
可視化を行う．提案する議員活動可視化システムの実装
には p5.js(Ver.1.0.0)*8を用いた．

*3 https://scikit-learn.org/stable/（2021/2/28確認）
*4 http://taku910.github.io/mecab/（2021/2/28確認）
*5 https://ja.osdn.net/projects/slothlib/（2021/2/28
確認）

*6 https://radimrehurek.com/gensim/（2021/2/28確認）
*7 https://github.com/yagays/swem（2021/2/28確認）
*8 http://p5js.org（2021/2/28確認）

なお，本稿では，第 3次安倍内閣第 1次改造内閣*9の
留任している国務大臣 8名を可視化の対象とする．

4.1 偏差値の算出
本稿では，各議員の議員活動を比較のために基準とし

て偏差値を用いる．新聞記事の多寡を可視化する際は，
議員ごとの分野別，同一分野内での注目度別それぞれの
偏差値を算出した．標準偏差 σ は算出式（1）で求める．

σ =

√√√√ 1

n

n∑
i=1

(xi − x)2 (1)

ここで，nはデータの総数，xは各議員の新聞記事数，x
は x1, x2, x3, ...xi の平均を示す．また，偏差値 Z は算
出式（2）を用いて求める．

Z =
10(xi − x)

σ
+ 50 (2)

xi は各議員の新聞記事数，xは x1, x2, x3, ...xi の平均を
示している．σ は標準偏差を示しており，分野別の偏差
値を算出する際の母集団は分野別の記事を対象とした．
注目度別の偏差値を算出する際の母集団は異なる議員間
における同一分野内かつ同一の注目度別の記事を対象と
した．

4.2 可視化インタフェース
新聞記事の注目度は，円の内側から新聞記事の 1 面，

2 面，3 面，1～3 面以外というように注目度の高い順
に並べた（図 1 参照）．新聞記事の多寡を可視化する際
は，4.1 節で述べた偏差値の考え方を用いて，議員ごと
の分野別，同一分野内での注目度別それぞれの偏差値を
算出し，その段階を色で示すこととした．分野別，注目
度別ともに，偏差値を段階に分ける際には，平均からの
差が −0.5σ 未満，−0.5σ 以上 0.5σ 未満，0.5σ 以上の
3 段階で分ける（ここでの標準偏差 σ は 10 である．こ
こでの標準偏差は偏差値を段階に分けるためのものであ
り，偏差値を算出する過程で算出する標準偏差の値とは
異なる）．分野別の記事の多寡は，分野名の文字の色を
使って示す．分野別の偏差値は，橙色は平均からの差が
−0.5σ未満，緑色は −0.5σ以上 0.5σ未満，赤色は 0.5σ

以上を表している．なお，文字の色が黒色の分野名は，
その分野に記事が存在しないことを示す．同一分野内で

*9 https://www.kantei.go.jp/jp/rekidainaikaku/097.

html（2021/2/28確認）
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図 1 提案する可視化手法

注目度別の記事の多寡は，該当する領域を塗りつぶす色
で示す．同一分野内で注目度別の偏差値は，橙色は平均
からの差が −0.5σ 未満，緑色は −0.5σ 以上 0.5σ 未満，
赤色は 0.5σ 以上を表し，白色は記事が存在しないこと
を示している．

5 議員活動可視化についての考察
3.2 節で述べた 8 分野に分類を行った注目度の高い

ニュースが掲載されている 1～3面の新聞記事と 1～3面
以外の 8 分野に該当する新聞記事をリソースとして，4

章で述べた手法を用いて可視化を行った．第 3次安倍内
閣第 1 次改造内閣の留任している国務大臣 8 名の議員
活動の可視化結果を図 2～9 に示す．この 8 名のうち，
岸田文雄氏と塩崎恭久氏を対象にそれぞれの議員活動の
可視化結果を分野別，注目度別の観点から比較して述べ
る．岸田氏は当時，外務大臣を務めており，塩崎氏は当
時，厚生労働大臣を務めていた*10．

5.1 分野別の議員活動に関する考察
可視化の結果を，分野別に比較する．岸田氏の可視化
の結果を図 4に示す．岸田氏の可視化結果では，国際お
よび芸能分野が赤く示されている．該当する記事を確認
したところ，芸能分野についても外交に関する新聞記事
が含まれており，外務大臣としての職務に関連深い活動
が可視化できたと言える．次に，塩崎氏の議員活動可視
化の結果を図 5に示す．塩崎氏の可視化結果では，科学
分野が赤く示されている．科学分野の記事には医療や介
護に関わる話題など社会保障に関する新聞記事が含まれ
ており，厚生労働大臣としての職務に関連深い活動が可

*10 本稿で記載する議員の役職名は第 3次安倍内閣第 1次改造内閣
時のものとする．

視化できたと言える．
分野別の議員活動の比較から，以下の 2 点がうかが

えた．

（1）各議員の職務に関連深い活動分野が明確化されて
いる

（2）職務に関連深いと予想が難しい活動分野だが赤く
示されている活動分野でも，職務に関連深い活動
が把握できた

職務に関連深い活動分野の可視化ができており，本可視
化手法の有効性が示唆された．

5.2 同一分野内での注目度別の議員活動に関
する考察

可視化の結果を，両議員に共通した社会分野につい
て注目度の観点から分析する．岸田氏は，1面の新聞記
事が赤く示されており，塩崎氏は 1～3 面以外の新聞記
事が赤く示されている．この結果から，社会分野におい
て，塩崎氏の活動より岸田氏の活動がより世間に注目さ
れていたことがうかがえる．岸田氏の 1面の新聞記事に
は，日米地位協定や核兵器禁止条約，G7に関するニュー
スが含まれ，塩崎氏の 1～3 面以外の新聞記事には，働
き方改革や医療，待機児童の内容が含まれていた．
同一分野内での注目度別の議員活動の比較から，以下

の 2点がうかがえた．

（1）同一の活動分野で議員によって世間の注目度が異
なる

（2）同一分野内だが，議員によって注目される活動は
異なる

世間の注目度の違いが明確化されており，本可視化手
法の有効性の一端が示唆された．
可視化の結果，5.1節，5.2節より，各議員に関連深い
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図 2 麻生太郎氏の議員活動の可視化結果

図 3 高市早苗氏の議員活動の可視化結果

活動分野や世間の注目度の違いが明確化されており，本
可視化手法の有効性が示唆された．

6 課題と展望
6.1 提案手法の有効性と適用限界
本研究では，新聞社が判断した注目度の高い議員の発
言や世間が関心を持っている情報などを判断し掲載して
いる新聞記事に着目し，各議員の名前が掲載されている
新聞記事の分野と注目度に着目した議員活動の可視化手
法を提案した．その結果，各議員に関連深い活動分野や
世間の注目度の違いが明確化されており，本可視化手法
の有効性が示唆された．
しかし新聞記事では，議員の活動の様子や取り組む社
会課題への対応といった内容だけでなく，収賄事件など
ネガティブな文脈で紙面に取り上げられる場合がある．
本研究では，現時点でこれらを区別することなく扱って
いる．そのため，これらを区別し，ユーザに示す技術が

図 4 岸田文雄氏の議員活動の可視化結果

図 5 塩崎恭久氏の議員活動の可視化結果

必要になる．そのためには，本来の政治活動とは異なる
スキャンダル記事とを区別する技術を提案手法に組み
込む必要がある．また，議員活動は必ずしもすべてが新
聞記事として記述されるわけではないため，議員活動全
体を包括した可視化を行うことができていない．こうし
た活動を対象に含めるには，新聞記事以外のコーパス
（例えば会議録や政治活動報告書など）を併せて処理し，
ユーザに提示する必要がある．

6.2 議員活動の可視化の改善
今後議員活動を把握する際に，期待される機能につい

て述べる．まず，会議録に記載されている発言内容が新
聞記事のどの分野に該当するかを照らし合わせること
で，分野別に分類されていない会議録の発言内容の該当
分野を把握可能となり，各議員の分野別の議員活動の
把握が期待できると考えられる．次に，可視化の結果か
ら，分野と注目度の観点から議員活動の把握は可能であ
るが，各分野や注目度の領域に該当する新聞記事の内容
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図 6 石井啓一氏の議員活動の可視化結果

図 7 菅義偉氏の議員活動の可視化結果

の把握ができないため，議員活動の詳細を把握すること
ができない．今後，議員活動の分野と注目度の領域を選
択することで，選択した領域に該当する新聞記事を閲覧
可能にすることを目指す．

6.3 議員活動の分類指標の検討
本稿では，議員活動を 8分野を分類指標として可視化
したが，1～3 面以外の 8 分野に分類されている新聞記
事のうち，社会分野の新聞記事には国際や経済など他の
分野の内容の新聞記事も含まれており，議員ごとに活動
分野を比較する際に，社会分野は指標として適していな
いと考えられる．今後，社会分野の新聞記事も細分化し
分類することで，議員活動の分類精度が高くなると予想
される．議員活動を 8 分野に分類し可視化を行ったが，
国際，経済，社会分野の新聞記事数が 8名の議員全体の
記事数の 97.9% を占めていた．また，議員別に記事数
の割合を比較したところ，8名中 7名が各議員の記事数
全体の 90% 以上が国際，経済，社会分野であった．こ

図 8 石原伸晃氏の議員活動の可視化結果

図 9 加藤勝信氏の議員活動の可視化結果

の 3分野に新聞記事が偏っており，議員別に議員活動の
分野に差異が出ないと考えられる．そのため，他 5分野
の分類指標の検討や，この 3分野の新聞記事を細分化し
分類することで議員活動の分類精度が高くなると予想さ
れる．

6.4 記事数の多寡による偏差値
本節では，記事数から算出した偏差値の改善点につい

て述べる．本稿では，議員活動を分野別，同一分野内で
注目度別に色分けで可視化を行った．分野別，注目度別
ともにその色分けをするにあたり，偏差値を平均 50 か
らの差が −0.5σ未満，緑色は −0.5σ以上 0.5σ未満，赤
色は 0.5σ 以上の 3段階に分けた．その結果，5章より，
各議員の議員活動の比較が可能であることが示唆され
た．色分けの基準を検討するために，平均 50 からの差
が −1σ 未満，−1σ 以上 1σ 未満，1σ 以上の 3段階に分
けることも試みた．しかし，平均からの差が −1σ 未満，
−1σ 以上 1σ 未満，1σ 以上の 3 段階で色分けを行った
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ところ，分野別，注目度別両者ともに偏差値による色分
けに差異が見られなかった．この要因として，議員ごと
の新聞記事数の割合に偏りが大きいことが考えられる．

7 おわりに
本稿では，各議員の議員活動を比較可能にするため
に，議員の名前が掲載されている新聞記事を用いて，そ
の分野と注目度に基づいて可視化する手法の提案を行っ
た．その結果，各議員に関連深い活動分野や世間の注目
度の違いが明確化されており，本可視化手法の有効性が
示唆された．今後，疑惑や不祥事などの議員活動と関連
が薄い新聞記事が含まれる可能性を考慮し，これらを除
いた議員活動のみの内容が含まれた新聞記事での可視化
を目指す．
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